
 

▲
三
条
別
院
の
庭
講
の
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
た
大
泉
三
郎
氏
が
六

月
三
十
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。今
回
は
後
任
と
し
て
代
表

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
風
間
正
喜
氏
よ
り
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
三
条
別
院
有
志
の
会
庭
講
の
「
好
」
を
考
え
る
】 

三
条
教
区
十
九
組
の
役
員
で
同
朋
会
館
に
行
っ
て
い

た
こ
ろ
、
三
条
別
院
列
座
斎
木
さ
ん
よ
り
三
条
別
院
を
き

れ
い
に
し
た
い
の
で
、
掃
除
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
、
と
の
話
で
し
た
の
で
、「
草
取
り
で
も
す
れ

ば
い
い
の
か
？
手
伝
え
る
な
」
と
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

実
際
は
た
だ
の
草
取
り
で
は
な
く
、
参
道
の
側
溝
の
ふ
た

を
は
が
し
、
溜
ま
っ
た
土
、
か
れ
た
葉
っ
ぱ
な
ど
取
り
除

き
作
業
。
た
だ
の
草
取
り
と
は
違
い
、
め
ぇ
い
っ
ぱ
ぇ
い

汗
を
か
か
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
十
三
日
の
法
話
、
気

持
ち
良
く
聞
く
こ
と
が
出
来
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
振

り
返
る
と
、
別
院
の
阿
弥
陀
様
が
さ
せ
た
の
か
な
、
と
思

い
ま
す
。
こ
の
後
受
け
た
法
話
は
睡
魔
を
こ
ら
え
て
聞
く

こ
と
が
多
く
、
内
容
は
跳
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
、

我
に
返
っ
た
時
の
「
悪
い
・
し
ま
っ
た
ー
」
の
入
り
混
じ

っ
た
気
持
ち
よ
さ
。
た
ま
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
様
に
も
勘

弁
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
書
院
か
ら
見
る
庭
を
、

「
浄
土
庭
園
」
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
三

条
別
院
の
阿
弥
陀
様
が
「
ま
だ
だ
、
ま
だ
だ
」
と
、
呼
び

つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
う
ち
は
、
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
令
和
四
年
六
月
三
十
日
、
三
条
別
院
有
志
の
会
庭

講
代
表
の
大
泉
三
郎
氏
環
浄
の
知
ら
せ
を
受
け
、
突
然
の

事
、
戸
惑
い
、
受
け
入
れ
が
た
い
気
持
ち
。
手
を
合
わ
せ

浄
土
庭
園
へ
お
念
仏
申
し
ま
す
。
小
生
が
後
を
引
き
継
ぎ

ま
す
。 

      

 
【

仏

壇

の

前

に

座

り

阿

弥

陀

様

に

合

掌

し

て

初

心

忘

れ

ず

】 
お
内
仏
の
前
に
座
り
左
右
の
手
を
合
わ
せ
、
初
心
忘
れ

ず
回
想
し
て
み
ま
し
た
。
赤
本
を
開
き
、
三
帰
依
文
、
正

信
偈
、
念
仏
和
讃
、
回
向
、
声
を
出
し
て
読
み
上
げ
て
、

仏
壇
の
阿
弥
陀
如
来
と
向
き
合
い
今
日
も
良
か
っ
た
か

な
と
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
一
人
反
省
会
。
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
る
ん
で
す
ね
。
何
せ

八
百
年
前
の
書
き
物
と
格
闘
し
て
声
を
出
し
て
読
み
上

げ
て
も
、
世
の
中
の
元
号
は
令
和
四
年
で
す
か
ら
。
と
は

い
え
、『
真
宗
の
生
活
』（
教
化
冊
子
二
〇
二
二
年
版
）「
篤

く
三
宝
を
敬
え
」
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
（
昨
年
が
千
四

百
回
忌
）『
十
七
条
憲
法
』
第
二
条
は
「
其
れ
三
宝
に
帰

（
よ
）
り
ま
つ
ら
ず
は
、
何
を
も
っ
て
か
枉
（
ま
が
）
れ

る
を
直
さ
ん
」
と
結
ば
れ
ま
す
。
三
宝
に
帰
依
し
な
け
れ

ば
、
現
代
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
枉
っ
た
こ
と
が
直
さ

れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。
三
帰
依
文
の
仏
・
法
・
僧
の
事

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
凡
夫
に
も
わ
か
り
ま
す
。
う
ん
う

ん
う
ん
。 

正
信
偈
は
た
く
さ
ん
解
釈
資
料
が
出
て
い
ま
す
。
同
朋

新
聞
二
〇
一
九
年
一
一
月
号
よ
り
二
〇
二
二
年
七
月
号

ま
で
三
十
三
回
連
載
が
あ
り
ま
し
た
。（
井
上
尚
実
大
谷

大
学
教
授
著
）
新
聞
を
見
て
い
て
何
故
か
嘆
佛
偈
を
や
ら

さ
れ
ま
し
た
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
立
教
開

宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
に
併
せ
て
『
親
鸞
聖
人
の
直
筆
に

ふ
れ
る
正
信
念
佛
偈
』
を
私
は
購
入
し
ま
し
た
。
す
ご
く

い
い
本
で
す
。
語
註
（
一
か
ら
八
十
八
ま
で
）
も
解
り
や

す
く
現
代
語
訳
で
す
。
次
に
回
向
。 

 

願
以
此
功
徳 

平
等
施
一
切 

 

同
發
菩
提
心 

往
生
安
樂
国 

 

 

「
願
以
此
功
徳
」（
和
訳
歌
詞
） 

願
わ
く
は
一
切
世
界
の
人
々
と 

こ
の
出
会
い
の
喜

び
を
み
な
平
等
に
分
か
ち
合
い 

と
も
に
仏
に
な
る
心

発
し
て 

阿
弥
陀
み
ほ
と
け
の
安
楽
国
に
生
れ 

生
き

て
は
た
ら
く
身
と
な
ら
ん 

 

音
楽
法
要
の
楽
譜
の
和
訳
歌
詞
が
出
来
て
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
ね
。 

問
題
は
八
〇
〇
年
前
に
作
ら
れ
た
念
仏
和
讃
。
ど
な
た

か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
、
お

願
い
し
ま
す
。 

 

風
間 

正
喜 

氏
（
第
十
九
組 

満
願
寺
門
徒
、
庭
講
代
表
） 

 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 

T
E

L

：0
2
5
6
-3

3
-0

0
0
7  

 

E
-m

a
il

：sa
n
jo-b

etsu
in

@
w

in
g.ocn

.n
e.jp

 

   



                    

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 

山
﨑 

超 

氏
（
第
十
一
組 

淨
福
寺
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

▲
次
回
は
五
月
の
慶
讃
法
要
お
待
ち
受
け
大
会
で
司
会
を
さ
れ
た
山

﨑
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

      

 

   

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
九
月
よ
り
再
開
い
た

し
ま
す
。 

    ◆
九
月
の
講
師 

 

北
條 

賴
宗 

氏 

（
高
田
教
区 

照
行
寺
住
職
） 

◆
日 

時 

九
月
十
三
日
（
火
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分 

（
勤
行
、
感
話
、
座
談
あ
り
） 

 

◆
今
後
の
講
師 

十
月 

水
嶋 

 
聡 
氏
（
高
田
教
区
光
徳
寺
） 

十
一
月 

富
沢 

慶
栄 
氏
（
第
二
十
一
組
超
願
寺
） 

十
二
月 

平
等
良
香
氏
（
福
井
教
区
德
永
寺
） 

二
〇
二
三
年 

二
月 

田
澤 

一
明 

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
） 

三
月 

渡
邊 

学 

氏
（
第
二
十
三
組
明
正
寺
） 

四
月 

黒
田  

進  

氏
（
長
浜
教
区
満
立
寺
） 

五
月 

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

 

   

恒
例
の
三
条
別
院
朝
の
人
生
講
座
が
蓮
如
上
人
最
晩

年
の
「
夏
の
御
文
」
四
通
の
拝
読
に
あ
わ
せ
、
八
月
十
八

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
死
」。 

二
〇
一
七
年
か
ら
「
人
生
講
座
」
と
い
う
名
称
の
と
お

り
「
生
老
病
死
」
と
テ
ー
マ
を
決
め
、「
生
」「
老
」「
病
」

と
続
け
て
参
り
ま
し
た
。 

二
〇
二
〇
年
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
休

止
（
内
勤
め
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
、「
死
」
に
つ
い
て
二
十
代
か
ら
五
十
代
僧
侶

に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
同
テ
ー
マ
で
五

十
代
か
ら
八
十
代
僧
侶
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
師
は
次
の
通
り
。
白
鳥 

道
子 

氏
（
第
十
五
組
本
龍

寺
）、
多
田 

修 

氏
（
第
二
十
組
照
覺
寺
）、
山
代 

英

世 

氏
（
第
二
十
一
組
淨
泉
寺
）、
春
日 

順
一 

氏
（
第
十

四
組
西
樂
寺
）。
ま
た
、
三
条
市
の
「
共
食
事
業
」
と
の
協

力
も
再
開
し
、
講
師
の
先
生
方
と
と
も
に
、
旧
御
堂
に
て

毎
日
希
望
者
十
五
名
程
度
と
、
中
央
商
店
街
のSweets 

& Bakery coronet 

の
パ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。
市
役
所

か
ら
ト
ー
ス
タ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
の
セ
ッ
ト
を
貸
し
て
い

た
だ
き
、
パ
ン
を
温
め
て
食
べ
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
に
、

信
心
に
つ
い
て
毎
日
質
問
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

紙
幅
の
都
合
で
要
約
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
担
当
者
の
印

象
に
残
っ
た
各
講
師
の
言
葉
を
記
し
ま
す
。「
死
の
恐
怖

は
分
断
の
恐
怖
で
は
な
い
か
」「
赤
子
に
と
っ
て
両
親
は

縁
で
、
自
分
の
意
志
を
因
と
し
て
生
ま
れ
る
」「
人
間
の

す
る
こ
と
は
す
べ
て
仮
だ
と
知
ら
せ
て
も
ら
う
の
が
宿

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
立
教
開
宗 

八
百
年
慶
讃
定
例
法
話
会
を
九
月
か
ら
再
開 

朝
の
人
生
講
座
・
夏
の
御
文
拝
読 

報
告 

 

【参加者募集中。研修旅行も再開予定。写真は2018年の旅行の様子】 



題
」「
安
心
し
て
死
ん
で
い
け
る
世
界
」。
次
回
の
人
生
講

座
は
九
月
の
秋
彼
岸
会
に
開
催
さ
れ
ま
す
（
後
の
記
事
参

照
）。
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

                            

   

九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
三
条
別
院
秋
彼
岸

会
・
朝
の
人
生
講
座
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。 

九
月
の
朝
の
人
生
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
で
あ
い
」。
期
間

中
御
虫
干
し
展
も
行
い
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
四
日
（
土
）
～
二
十
六
日
（
月
） 

午
前
六
時 

 
 

晨
朝 

人
生
講
座 

午
前
十
時
よ
り 

日
中
法
要
（
二
十
五
日
永
代
経
総
経
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

逮
夜
法
要 

◆
場 

所 

三
条
別
院
本
堂 

◆
講
師 

二
十
四
日 

 

人
生
講
座 

関 

彩
子 

氏
（
第
二
十
組 

樂
運
寺
） 

逮
夜
法
要 

菊
池 

政
和 

氏
（
九
州
教
区 

江
善
寺
） 

二
十
五
日 

 
人
生
講
座 

藤
田 

惠
日 

氏
（
第
十
八
組 

福
泉
寺
） 

日
中
法
要
（
永
代
経
総
経
）・
逮
夜
法
要 

 

ひ
き
つ
づ
き 
菊
池 

政
和 

氏 

正
午
よ
り
お
斎
あ
り
（
精
進
カ
レ
ー
※
） 

二
十
六
日 

 

人
生
講
座 

小
泉 

惇
麿 
氏
（
第
十
四
組 

了
元
寺
） 

日
中
法
要 

ひ
き
つ
づ
き 
菊
池 

政
和 

氏 

▲
三
日
間
を
通
し
て
九
州
教
区
教
化
本
部
長
の
菊
池
政
和
氏
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。 

▲
二
十
五
日
の
お
斎
は
大
衆
酒
場
・
ら
ー
め
ん
「
カ
ン
テ
ツ
」
の
精
進

カ
レ
ー
（
お
代
わ
り
自
由
、
お
斎
冥
加
金
１
、
０
０
０
円
）
で
す
。
申

込
期
間
：
九
月
一
日
（
木
）
～
九
月
十
九
日
（
月
）
三
条
別
院
ま
で
、

電
話
・
Ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▲
晨
朝
後
、
パ
ン
と
牛
乳
の
配
布
を
行
い
ま
す
。 

  

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
八
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

佐
々
木
憲
雄
氏 

氏
（
第
十
五
組
光
善
寺
） 

御
文
五
帖
目 

十
三
通 

「
六
字
名
号
・
無
上
甚
深
」 

 

▲
本
年
も
身
近
な
御
聖
教
で
あ
る
『
御
文
』
五
帖
目
に

つ
い
て
継
続
し
て
、
聞
い
て
い
き
ま
す
。 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

十

月 

八
田
裕
治
氏
、
八
田
摩
矢
子
氏 

（
第
十
七
組
淨
福
寺
） 

十
一
月 

倉
井
光
弥
氏
（
第
十
一
組
養
泉
寺
） 

十
二
月 

北
島
栄
誠
氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
） 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

 

秋

彼

岸

会

の

ご

案

内 

 

【白鳥氏（右上）、多田修氏（右下）、山城氏（左上）、春日氏（左下）】 

毎日 30 人から 50 人の参詣者

があり、毎日参詣に来られてい

る米山さんよりパンの配布を

お手伝いいただきました。 



  
◇
開 
催 
日 

 
 

八
月
二
十
三
日
（
火
）
※
夜
の
部
の
み
（
済
） 

九
月
十
二
日
（
月
）・
十
月
十
七
日
（
月
） 

十
一
月
十
四
日
（
月
）・
十
二
月
十
三
日
（
火
）
（

全

五

回

） 

◇
時 

 

間 
 

昼
の
部
：
三
時
～
五
時 

 
 
 
 
 
 
 

夜
の
部
：
六
時
～
八
時 

◇
講 

 

師 
 
 

昼
の
部
：
三
条
別
院 

列
座 

夜
の
部
：
長
田 

淨
見 

氏
（
第
十
六
組 
善
興
寺
） 

◇
講
習
内
容 

昼
の
部
：
正
信
偈 

草
四
句
目
下
（
赤
本
の
内
容
） 

 

夜
の
部
：
浄
土
和
讃 

繰
読
み
（
声
明
集
の
内
容
） 

◇
持 

ち 

物 
 

昼
の
部
は
赤
本
、
夜
の
部
は
『
大
谷
聲
明
集
上
』、『
真

宗
大
谷
派
声
明
集
』
の
う
ち
ど
れ
か
一
冊
、
念
珠 

◇
参 

加 

費 
 

五
百
円
／
回 

   

本
年
も
十
一
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日

ま
で
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
に
て
、
御

正
忌
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。 

今
回
は
移
動
時
間
短
縮
の
た
め
、
新
潟

‐

大
阪
間
は
航
空
機
を
利
用
し
ま
す
。

（
空
港
ま
で
は
現
地
集
合
・
現
地
解
散
に

な
り
ま
す
。）
御
本
山
の
参
拝
に
加
え
、

大
阪
の
難
波
別
院
、
四
天
王
寺
等
へ
の
参
拝
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
申
込
欄
に
ご
記
入

の
上
、
当
別
院
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
旅
行
期
間 

二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
～ 

年
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
三
日
間 

◆
参
加
費
用 

 

八
五
，
〇
〇
〇
円
（
税
込
） 

 

◆
詳
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

  ―

七
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
二
十
三
組
慶
誓
寺
、
第
二
十
組
誓
慶
寺
、
第
十
五
組
善
性
寺 

そ
の
他
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
九
月
二
十
六
日
（
月
）
で
す
。 

  

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 
三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
奉
仕
団
を
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

        

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

そ
の
他
事
務
連
絡 

お
取
り
越
し
職
員
巡
回 

今
年
は
職
員
が
第
十
七
組（
十
月
四
日
）、第
十
八
組（
十
月
五
日
）、

第
二
十
組
（
十
月
十
一
日
）、
二
十
二
組
（
十
月
十
四
日
）
の
各
寺

院
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
に
時
間
の
目
安
を
は

が
き
で
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
不
都
合
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

 

『
三
条
別
院
の
ご
案
内
』
九
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
号
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
風
間
正
喜
さ
ん
に
ご

執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
今
回
の
朝
の
人
生
講
座
を
通
し

て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏 

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を

た
ず
ね
て
い
こ
う
」
と
い
う
慶
讃
テ
ー
マ
を
思
い
浮
か
べ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
一
声
一
声
の
中
で
の
出
会
い
が
、

愚
痴
し
か
な
い
こ
の
身
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
身
の
身
を
「
そ
く
ば
く
の
業
を
持

ち
け
る
身
」
と
し
て
、
仏
と
出
遇
っ
て
い
か
れ
た
親
鸞
聖

人
の
「
か
た
じ
け
な
さ
」
を
た
ず
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

（
関
﨑
） 

 

随

時

募

集

中 

 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

別

院

声

明

教

室 

 

御
正
忌
団
体
（
坂
東
曲
に
あ
お
う
）
参
拝
募
集
中
！ 

【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

 


